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（Sobre el punto de vista en las artes, 1924），「芸
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に焦点を絞り，彼の思想が日本の研究者たち
にどう受け入れられたかについて検討を行っ
てきた。最後にこの過程で明らかとなった点
について指摘を行い，本論考の結論に代える。
すでに見たとおり，オルテガは芸術の領域
に関しても思索を重ね，その思想を書き遺し
た人物であった。「芸術の非人間化」を初め
とする一連の書物は彼の芸術思想を探るべ
く，後の研究者たちにとって重要な意味を
持った。しかし，こうした作品の導入に力を
尽くし，オルテガの芸術思想研究の出発点を
つくったのは，本来，美術の領域とは無縁の
池島であった。池島は日本にオルテガの思想
が導入された初期段階から，オルテガの考察
や理解が芸術の範囲にまで及んでいることを
提示したものの，その中身について具体的な
検討を行うことはなかった。
池島以降，初めてオルテガの芸術思想につ
いて本格的な研究を展開したのは，日本にお
けるスペイン美術の第一人者，神吉であった。
彼はスペインにおけるオルテガの影響の大き
さを認識すると，芸術の領域に留まることな
く，オルテガの哲学，思想へとその理解を進
めていった。その結果，オルテガの芸術思想
とはあくまでも哲学，思想を基盤として芸術
を解釈し，そこから表出されるものを再び，
哲学，思想の考察へと用いる，という一連の
考察過程における部分的な存在に他ならない
という理解に達するのである。とは言え，オ
ルテガの芸術思想が彼の思想体系を構成する
上で，ささやかな一部分に過ぎないのではな
く，むしろ欠かすことのできない，重要な意
味を持つことも理解していた。
このように，神吉はオルテガの芸術思想と
オルテガの哲学，思想との一体性を提示した
が，同様の認識は山田にもあったことが彼の
論文を通して理解されよう。一方，神吉や山
田とは異なり，遠藤や小田部のようにオルテ
ガの芸術思想のみを扱う研究者も確認され
た。彼らはオルテガの哲学，思想について研
究を進めることはなかったため，ここにオル
テガの芸術思想とオルテガの哲学，思想とを
切り離した形としての受容を認めることがで
きる。
総じて，オルテガの思想は芸術の領域と言
えども，哲学，思想と切り離されたものでは
なく，そればかりか，一体を成すものである
ことが明らかとなった。そのため，オルテガ
の芸術思想を突き詰めて検討することはオル
テガの哲学，思想への理解を必然的に要求す
るのである。このことがオルテガの芸術分野
における受容の進展と大きく関係しているの
ではないだろうか。
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